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新
年
、
い
か
が
お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。
例
年
で
す
と

「あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
い
う
言
葉

が
明
る
く
交
わ
さ
れ
る
年
初
で
す
が
、
余
り
に
も
辛
い

出
来
事
に
遭
遇
し
た
二
〇
一
一
年
の
思
い
を
引
き
継

ぎ
な
が
ら
の
年
明
け
で
し
た
。
被
災
地
の
方
々
の
苦
し

み
は
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。
数
か
月
を
経
て
、
厳
し

い
冬
を
迎
え
、
改
め
て
大
切
な
人
を
、
そ
し
て
、
住
む

場
所
を
奪
わ
れ
た
方
々
の
苦
悩
と
闘
い
が
、
今
こ
そ
本

番
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
け
っ
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。 

こ
の
一
月
中
旬
に
「子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
復
興
・

ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
と
し
て
全
国
自
治
体
職
員
研

修
会
（住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
助
成
）を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
で
五
回
目
と
な
る
研
修
会
で
す
が
、

今
回
は
子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」の
お
隣
り
の
、 

           青
山
小
学
校
を
会
場
に
お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
研
修
会
の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
会
場
を
お
借

り
で
き
ま
し
た
の
も
、
港
区
の
お
力
添
え
あ
っ
て
の
こ
と

で
あ
り
、
青
山
小
学
校
の
先
生
方
の
ご
協
力
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
号
で
は
当
日
の
模
様
に
つ
い
て
ご
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
３
．
１
１
以
降
の
社
会
の
あ

り
方
、
人
と
人
、
人
と
自
然
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
各

分
野
の
専
門
家
の
お
話
を
基
に
、
参
加
者
が
様
々
な

観
点
か
ら
熱
心
に
討
議
を
深
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

子
育
て
・家
族
支
援
者
の
皆
様
も
た
く
さ
ん
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
し
て
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

研
修
会
を
終
え
た
今
、
私
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
基
調

講
演
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
神
野
先
生
が
ご
紹
介
く
だ
さ

っ
た
「
オ
ム
・ソ
ー
リ
」の
言
葉
を
、
改
め
て
か
み
し
め
て

お
り
ま
す
。
「
オ
ム
・
ソ
ー
リ
」と
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語

で
、
「哀
し
み
の
分
か
ち
合
い
」を
意
味
し
ま
す
。
人
生

に
は
喜
び
が
多
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
哀
し
み

も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
哀
し
み
を
皆
で
分
か
ち
合
っ
て

こ
そ
、
社
会
が
、
そ
し
て
、
人
々
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な

る
と
い
う
考
え
で
す
。
し
か
も
、
支
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

側
に
、
よ
り
多
く
の
喜
び
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
支
援
者
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
願
う
と
き
、
こ

の
言
葉
を
い
つ
も
心
に
留
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 皆

様
の
ご
活
躍
と
共
に
、
今
年
が
、
昨
年
流
し
た
涙

を
癒
し
て
く
れ
る
平
和
に
満
ち
た
年
で
あ
る
こ
と
を
、

祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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汐
見 

稔
幸 

共
感
と
共
苦
ー
想
像
力
と
い
う
こ
と 

「
今
年
は
、
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
」今
年
の

年
賀
状
に
こ
う
書
き
ま
し
た
。
あ
け
ま
し
て
「
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
書
く
気
分
に
な
れ
な
か
っ
た
の
で

す
。
み
な
さ
ん
も
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で
お
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

子
育
て
支
援
者
に
大
事
な
こ
と
は
、
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
人
の
心
の
深
く
に
あ
る
そ
の
人
の
人
間
と

し
て
の
願
い
を
し
っ
か
り
と
感
じ
取
る
こ
と
で
す
よ
ね
。 

そ
こ
で
必
要
な
こ
と
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
「想
像
力
」を

し
っ
か
り
と
働
か
せ
る
こ
と
。
想
像
力
と
は
、
楽
し
い
こ

と
を
頭
の
中
に
描
く
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
れ
は
こ
れ

か
ら
未
来
に
か
け
て
の
こ
と
。
過
去
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

逆
に
つ
ら
か
っ
た
こ
と
、
不
安
だ
っ
た
こ
と
、
嫌
だ
っ
た
こ

と
な
ど
を
逃
げ
ず
に
想
い
描
く
こ
と
を
指
す
の
だ
、
と

思
わ
な
い
と
い
け
な
い
気
が
し
ま
す
。
だ
っ
て
、
人
間
は

過
去
の
嫌
な
こ
と
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と
を
忘
れ
よ
う
と
す

る
本
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
放
っ
て
お
く
と
、
嫌
な

こ
と
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
み
ん
な
忘
れ
て
い
き
ま
す
。 

３
．
１
１
の
つ
ら
さ
、
大
変
さ
。
当
事
者
た
ち
は
、
そ

れ
を
忘
れ
よ
う
が
な
い
ほ
ど
、
今
も
大
変
な
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
大
事
な
肉
親
を
失
っ
た
悲
し
み
。
放

射
線
が
心
配
で
外
に
子
ど
も
を
出
せ
な
い
親
。
寒
い
中

で
仮
設
住
宅
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々
・・・。 

で
も
、
直
接
の
当
事
者
で
な
か
っ
た
私
な
ど
は
今
、

「
そ
う
だ
っ
た
よ
ね
」
程
度
に
、
そ
の
た
い
へ
ん
だ
っ
た
姿

の
イ
メ
ー
ジ
が
実
感
か
ら
少
し
ず
つ
遠
の
い
て
き
て
い
る

気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。 

共
感
を
あ
ら
わ
す
言
葉
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

co
m

-
passio

n

で
す
が
、
こ
のpassion

パ
ッ
シ
ョ
ン
は

単
純
な
情
熱
で
は
な
く
、
も
と
も
と
は
受
難
す
る
こ
と
、

イ
エ
ス
の
苦
し
み
を
受
け
止
め
て
一
緒
に
苦
し
む
こ
と

を
指
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
悲
し
み
、
苦
し
み
な
ど
か

ら
逃
げ
ず
に
そ
こ
に
関
心
を
し
っ
か
り
向
け
る
情
熱
。

こ
れ
を

passio
n 

と
い
う
そ
う
で
す
。
共
感
は
実
は
共

苦
で
す
。 

支
援
が
人
の
心
に
深
く
届
く
支
援
に
な
る
に
は
、
想

像
力
を
深
く
働
か
せ
る
こ
と
が
最
も
大
事
な
の
で
す

が
、
３
．
１
１
と
い
う
事
件
は
、
そ
れ
を
想
像
せ
よ
と
い

う
形
で
、
私
た
ち
を
鼓
舞
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。 

今
年
は
、
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

 

第 16 号 
「あにわにわ」とは、ニュージーランドの 

マオリ語で「虹」を意味しています。 
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住友生命創業 100 周年記念事業『未来を築く子育てプロジェクト』助成事業 

ＮＰＯ法人あい・ぽーとステーション主催 

全国自治体研修 

(第Ⅴ期) 

東日本大震災をきっかけとして、 

子どもの視点からの復興・まちづくりについて考える 

後援:内閣府、厚生労働省、文部科学省、国土交通省、環境省、港区、こども環境学会 

 冒頭、被災地に黙とうを捧げた後、開会に際して、新澤代表理事、澤住

友生命保険相互会社調査広報部上席部長代理、杉本港区子ども家庭支援部

長から、それぞれ本研修に寄せる思いを込めたご挨拶をいただきました。  

続いて、こども環境学会代表理事の仙田氏より「こどもに優しいまちづ

くり」と題してご講演をいただきました。子どもに優しいまちづくりのた

めには、子どもたちの参画を大切にすること、そのために子ども達の多様

な意見を取り入れていくことの重要性について、ご指摘をいただきました。 
その後のシンポジウムでは、まず東京大学名誉教授・政府税制調査会専

門委員会委員長の神野氏より「危機を克服する懐かしい未来について」と

題した基調講演をいただきました。今回の震災がもたらしたものは、従来

の災害対策では解決できない危機であり、単なる災害復興の域を超えて、

新たなビジョンをもって、人と人を、人と自然を繋ぐべく、地域の再創造

が必要であると熱く語られました。 
この基調講演を受けた形でシンポジウムが続けられましたが、こども環

境学会会長の小澤氏と汐見理事も加わり、大日向代表理事の司会で、３・

１１以降の社会や人々の暮らしのあり方について、話が弾みました。「いの

ちを繋ぐとは共に生きること」、「危機は不安と不満を発生させる一方で、

人間の英知を育て、人と人との支えあいを深める要素ともなる」など示唆

に富んだメッセージが先生がたから次と発せられました。最後に大日向代

表理事が、3.11 によって与えられたこの危機から立ち直り、新たな地域や

人間関係を再創造するためにも、今、私たちが直面している問題点を整理

し、構想することが大切であり、 
それを成し遂げる情熱を持 
ち続けようという言葉で、 
シンポジウムを締めくくり 
ました。 

研修会最後のまとめ・フィナーレは、大日向代表理事、汐見理事を中心に、各分科会

のコーディネートを務めてくださった木下氏・小澤氏・澤登氏・仙田氏・中山氏による

各分科会の報告をしていただきました。後半、子ども参加ワークショップの子どもたち

が登壇し、それぞれの作品を手に、グループワークの成果を発表してくれました。 

子どもに優しいまちづくりとは、子どもが元気に楽しく暮らせるまちである等々、の意

見が活発に出され、辛いこと・嫌なことを忘れず、乗り越えていきたいという力強いメ

ッセージに会場も拍手喝さいでした。 

３．１１のつらさと苦しみを忘れず、しかし、夢や希望を持って、一人ひとりが地域

で能動的に豊かな暮らしを目指し、新たな暮らしを創造していくことの大切を、参加者

一同、確認しあって、研修会のフィナーレを迎えました。今回は、青山小学校を会場に

お借りできたことも、子どもの視点を大切にする企画にふさわしい研修会となったこと

を感謝いたします。ご参加してくださいました皆さま、ありがとうございました。 

こどもの参画とまちづくり 
～子どもにやさしいまち～ 

 
公益財団法人日本ユニセフ協会学校事業部

の三上健氏がユニセフの事業について紹介を

なさり、「子どもにやさしいまち」とは、次世

代に快適な地球を伝える活動でもあるとお話

をされました。 
次に、千葉市こども企画課長の松島隆一氏

が、千葉市のこども参画についての考え方や、

子ども向けに議会やフォーラムを開催されて

いる実態について説明をされました。 
その後、５グループに分かれて、「自分が住

んでいる自治体で働きかけるとしたらどうす

るか」をテーマにグループワークをしました。

行政の方と子育て・家族支援者さんが参加した

分科会でもあり、多様な意見が出されました。 
最後にコーディネータで千葉大学教授の木

下氏が、日本の子ども達が積極的に参画するた

めには、子どもたちにもっとゆとりが必要であ

ること、そのためにも 
政治や経済の健全さと 
共に、人と人との間に 
信頼関係を築いてい 
くことが大切だとま 
とめてくださいました。 

開会・開会の挨拶 

 新澤誠治（あい・ぽーとステーション代表理事） 

 澤春生  (住友生命保険相互会社調査広報部上席部長代理) 

 杉本隆  （港区子ども家庭支援部長） 

基調講演～子どもに優しいまちづくり～ 

 仙田満 （こども環境学会代表理事・放送大学教授） 

シンポジウム 

〈基調講演〉 
 神野直彦（東京大学名誉教授・政府税制調査会専門家委員会委員長） 
〈パネリスト〉 

 小澤紀美子（こども環境学会会長・東海大学教授） 

 汐見稔幸  （あい・ぽーとステーション理事・こども環境学会副会長・白梅学園大学学長） 
 大日向雅美（あい・ぽーとステーション代表理事・恵泉女学園大学大学院教授） 

分科会＆子ども参加ワークショップ 

〈分科会①〉 

 木下勇  （千葉大学園芸学部緑地環境学科教授） 
 松島隆一（千葉市こども未来局こども未来部こども企画課長） 

 三上健  （公益財団法人日本ユニセフ協会学校事業部） 

〈分科会②〉 
 小澤紀美子（こども環境学会会長・東海大学教授） 

 澤登早苗  （恵泉女学園大学大学院教授・子育てひろば「あい・ぽーと」キッズ交流ガーデン講師） 

〈分科会③〉 
 汐見稔幸  （あい・ぽーとステーション理事・こども環境学会副会長・白梅学園大学学長） 

 大日向雅美（あい・ぽーとステーション代表理事・恵泉女学園大学大学院教授） 

〈分科会④〉 
 仙田満  （こども環境学会代表理事・放送大学教授） 

杉本隆  （港区子ども家庭支援部長） 

定之まり子（日本女子大学教授） 
〈子ども参加ワークショップ〉 

 中山豊（こども環境学会専務理事・事務局長） 

まとめ・フィナーレ 

  

分科会① 

基調講演・シンポジウム 

まとめ・フィナーレ 

プログラム 

「農（いのち）」から考える持続可能な 
まちづくり 
 
 初めにこども環境学会会長・小澤紀美子氏か

ら、住民主導・自然との共存を目指したまちづ

くりのモデルとして、北海道栗山町と岩手県葛

巻町の取り組みをご紹介いただきました。地域

の活動拠点としての廃校の利用方法や、独特の

気候を利用した自然エネルギーの活用など、

「共に感じ、共に育み、共に創る」をキーワー

ドにした住民参加のまちづくりについて具体

的に知ることができました。 
 続いて恵泉女学園大学大学院教授澤登早苗

氏から、大学の必修 
科目「生活園芸Ⅰ」と 
あい・ぽーと親子体験 
プログラム「キッズ交 
流ガーデン」について 
ご紹介いただきました。子どもや学生にとっ

て、有機農法による野菜づくりは、いのちの循

環への認識が芽生えるなど、人間も自然と共存

していることを肌で感じることが出来る大変

有効な教育プログラムとなっているそうです。

こうした子どもへの支援が、持続可能な復興、

まちづくりにおいて、重要なプロセスとなるこ

とを皆で学ぶことが出来ました。 

 
「〈子ども・子育て新システム〉に対応し
たまちづくり」 
 
最初に大日向雅美代表理事から、子ども・子

育て新システムは、すべての子どもの育ちを社

会の皆で支えようとする、子育て支援の理念に

画期的な転換を図るものであること、そして、

子どもの健やかな成長を保障するための柱の

一つである幼保一体化について具体的な説明

がありました。それを受けて、新システムにつ

いての疑問や各自治体でこれを推進していく

際の課題等について、汐見稔幸理事の司会のも

と参加者と共に活発に意見交換がされました。

幼稚園が新システムへの移行に躊躇している

のではないかとの質問に、汐見氏から子どもの

発達データを基にした移行の必要性について

説明があり、賛否両論はある 
が、議論が本格的になされて 
いることに意義があると話さ 
れました。最後に大日向代表 
理事から、幼保一体化は子ど 
もや保育に関わる人々の長年の悲願であり、子

どものためにもこれ迄培ってきた歴史を大切

にしつつ、新たな歴史を刻む必要があるという

言葉で会がまとめられました。 
 

「国際化と高層化と地域づくり」 
 
最初に、港区の子ども家庭支援部長の杉本氏

から、国際化や都市化の先進地区である港区の

現状と、地域コミュニティーの希薄化などの課

題を克服を目指して実施されている取組や、待

機児対策、在宅家庭向け子育て支援などについ

てお話をいただきました。 
続いて、日本女子大学教授定行氏からは、建

物の危険度判定など、東日本大震災後の被災地

支援をされたご経験をご報告いただきました。

被災地では地域のリスクを理解し、避難訓練を

実施していた多くの保育園の園児が助かり、保

育園の先生たちの避難誘導で地域の住民も避

難することが出来た実話から、地域のリスクを

知り、地域のリスクを伝え、地域のリスクを減

らすことの大切さについても、学ぶことが出来

ました。 
未来を担う子ど 

もたちを地域の皆 
で見守り、子ども 
に優しいまち作りを 
していくことの大 
切さを再認識でき 
た分科会となりま 
した。 

 
 
港区の小中学生 30 名と 

全国からのゲストの子ども 
6 名が集まりワークショップ 
が行われました。まず、ゲス 
トの子ども達が各自の作品を 
発表、続いて港区の小中学生 
（青山小・青南小・赤坂小・赤坂中・青山中）

が、冬休みを使ってまとめてくれた作品を発表

しました。災害時には家全体がロケットになる、

学校・公園などがフルーツの形をしたフルーツ

のまち、ビルの屋上が菜園になっているまち等、

子どもならではの提案が多く見られました。 
その後、参加した子どもたちが 5 グループに

分かれて、話し合いました。ゲームを取り入れ

ながらのシャッフルでしたので、初対面の子ど

もたちもすぐに打ち解けることができたようで

した。先の発表を踏まえ、各グループでまちづ

くりにとって大切なこと、必要なこと等を話し

合いながら思いついた意見を各自付箋に記入

し、1 枚の模造紙に貼っていきました。見る見

るうちに模造紙は付箋で埋め尽くされ、各グル

ープのまちづくりが完成しました。子どもたち

の真剣な眼差し、活発な意見交換、その表情が

とても印象的でした。 

分科会② 分科会③ 分科会④ こども参加ワークショップ 

   

 

 

 

 



【バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
研
修
開
講
予
定
】 

〈港
区
〉 

二
月
六
日
（月
）十
時
～
十1

時
三
十
分 

内
容 

子
ど
も
・子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て 

講
師 

大
日
向
雅
美 

 
 
 
 

（本
法
人
代
表
理
事 

 
 
 
 
 
 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」
施
設
長
） 

会
場 

あ
い
・ぽ
ー
と
二
階 

多
目
的
ホ
ー
ル 

〈千
代
田
区
〉 

二
月
六
日
（月
）十
時
～
十
一
時
三
十
分 

内
容 

保
育
で
疲
れ
た
身
体
を
ほ
ぐ
そ
う （ス

ト
レ
ッ
チ
） 

講
師 

飯
作
佳
美
（元
劇
団
四
季
ダ
ン
サ
ー
） 

会
場 

西
神
田
児
童
セ
ン
タ
ー
体
育
館 

 

三
月
二
十
三
日
（金
）十
四
時
～
十
五
時
三
十
分 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向
雅
美 

 
 
 
 

（本
法
人
代
表
理
事
・ 

 
 
 
 
 
 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」
施
設
長
） 

会
場 

千
代
田
区
役
所
教
育
委
員
会
室 

〈浦
安
市
〉 

一
般
・家
庭
的
保
育
者 

二
月
九
日
（木
）十
時
三
十
分
～
十
二
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
三
時
～
十
四
時
三
十
分 

内
容 

特
別
支
援 

講
師 

小
西
行
郎 

 
 
 
 
(

同
志
社
大
学
大
学
院
心
理
学
研
究
科 

赤
ち
ゃ
ん
学
研
究
セ
ン
タ
ー) 

会
場 

高
洲
公
民
館 

 

第
三
会
議
室 

 

三
月
十
六
日
（木
）十
五
時
～
十
六
時
三
十
分 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向
雅
美 

 
 
 
 

（本
法
人
代
表
理
事 

 
 
 
 
 
 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「あ
い
・ぽ
ー
と
」
施
設
長
） 

会
場 

中
央
図
書
館 

視
聴
覚
室 

 

児
童
育
成
指
導
員
コ
ー
ス 

二
月
八
日
（火
）十
時
～
十
一
時
三
十
分 

内
容 

活
動
状
況
報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

野
中
賢
治 

（財
団
法
人 

児
童
健
全
育
成
推
進
財
団 

 

企
画
調
査
室 

室
長
） 

会
場 

浦
安
市
健
康
セ
ン
タ
ー 

第
一
会
議
室 

 

【
子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座
】 

港
区 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座 

（三
級
Ⅺ
期
） 

開
講
日 

二
〇
一
二
年1

月
二
十
日
（金
） 

～
三
月
二
十
三
日
（金
） 

 

【保
育
士
資
格
試
験
受
験 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
】 

保
育
士
資
格
試
験
受
験
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
を
新
設
い
た
し
ま

す
。 

期
間 

二
〇
一
二
年
二
月
三
日
（金
） 

～
九
月
二
十
九
日
（土
） 

申
込
み
は
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
用
紙
を
お
送
り
下
さ

い
。 

 

【家
庭
的
保
育
者
養
成
研
修
会
を 

受
講
し
て
】 

千
代
田
区 

 

岩
本 

亜
希
子 

 

今
回
の
研
修
会
で
、
い
わ
ゆ
る
“保
育
マ
マ
”
に
つ
い
て
、

様
々
な
科
目
の
濃
縮
さ
れ
た
講
義
を
受
け
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
受
講
す
る
ま
で
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
家
庭

的
保
育
の
現
状
、
国
や
自
治
体
の
制
度
に
は
、
少
し
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
、
浦
安
市
で
は
二
名
の
保
育
マ
マ
が
自
宅
を

保
育
の
場
と
し
て
家
庭
的
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
江
東
区
で
は
二
十
五
年
前
か
ら
家
庭
的
保
育

を
実
施
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
自
治
体
に
よ
っ
て

様
々
で
す
。
そ
し
て
今
回
の
よ
う
な
研
修
を
履
修
す

る
事
で
“保
育
マ
マ
”
の
資
格
要
件
を
満
た
す
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
に
規
制
が

緩
和
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
保
育
を
取
り
巻
く
社
会
的

状
況
や
法
律
の
改
正
な
ど
、
今
が
変
化
の
時
な
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。 

 

講
義
の
内
容
も
、
子
ど
も
の
発
達
と
保
育
、
病
気
と

栄
養
、
安
全
確
保
な
ど
自
分
の
保
育
活
動
を
振
り
返

り
つ
つ
、
学
び
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

受
講
し
た
方
達
と
話
し
合
う
中
で
、
気
づ
か
さ
れ
た

り
、
励
ま
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

千
代
田
区 

 

原
田 

な
な
恵 

家
庭
的
保
育
（
保
育
マ
マ
）
と
は
・
・
・
「
地
域
と
の
関

わ
り
を
持
ち
な
が
ら
様
々
な
経
験
を
活
か
し
、
人
生

の
先
輩
と
し
て
、
時
に
は
お
母
さ
ん
と
し
て
、
自
ら
も

管
理
に
努
め
な
が
ら
遊
び
を
通
し
て
よ
り
よ
い
保
育
を

す
る
も
の
。
」今
回
の
研
修
会
の
一
コ
マ
の
中
で
の
グ
ル

ー
プ
討
議
で
七
人
の
仲
間
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 

利
用
さ
れ
る
お
子
さ
ん
が
、
ほ
ぼ
一
日
を
過
ご
す
場

が
家
庭
と
の
延
長
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
と

の
連
携
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
お
子
さ
ん
や
保
護
者
、
保

育
者
に
と
っ
て
も
最
良
の
形
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
受

講
前
は
思
い
描
い
て
い
な
か
っ
た
自
身
の
位
置
が
少
し

見
え
て
き
た
気
が
す
る
。
実
習
を
終
え
資
格
を
取
得

し
た
暁
に
は
今
よ
り
現
実
的
と
な
り
も
っ
と
や
る
気
が

起
こ
る
も
の
と
信
ず
る
。 

 

浦
安
市 

 

浅
井 

美
樹 

自
分
が
子
育
て
を
経
験
し
、
こ
れ
か
ら
は
保
育
の
仕

事
を
し
て
み
た
い
な
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
子
ど

も
を
預
か
る
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
と
関

わ
る
中
で
意
外
に
子
ど
も
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
な
と
感

じ
た
り
、
子
ど
も
の
成
長
を
見
て
い
る
の
が
と
て
も
楽

し
く
な
っ
て
き
た
り
し
て
、
も
っ
と
専
門
的
に
学
び
た
い
、

で
き
れ
ば
二
歳
以
下
の
小
さ
な
子
ど
も
の
預
か
り
も

し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

今
回
保
育
マ
マ
補
助
者
に
な
る
為
に
、
家
庭
的
保
育

者
養
成
研
修
会
を
受
講
し
ま
し
た
。
実
際
に
保
育
マ
マ

と
し
て
働
い
て
い
る
方
の
話
を
聴
い
た
り
、
保
育
マ
マ
宅

で
の
実
習
を
通
し
て
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
子
ど

も
の
成
長
を
見
守
る
こ
と
が
出
来
る
保
育
マ
マ
の
良
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
初
め
て
立
っ
た
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
な

ど
、
保
護
者
に
と
っ
て
大
切
な
“
初
め
て
”の
瞬
間
を
私

た
ち
補
助
者
も
大
切
に
し
、
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

 

浦
安
市
は
保
育
マ
マ
事
業
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
補
助
者
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

浦
安
市 

 

池
永 

有
希
子 

浦
安
市
で
子
育
て
・
家
族
支
援
者
養
成
講
座
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
「
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
だ
ろ
う
、
私

で
も
自
身
の
子
育
て
経
験
を
生
か
し
て
役
に
立
て
る
こ

と
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」と
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
五
月
か
ら
三
級
の
講
座
を
受
け
、
続
い

て
二
級
の
養
成
講
座
と
、
半
年
以
上
も
学
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
講
義
を
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
の
お
話

は
ど
れ
も
興
味
深
く
、
勉
強
だ
と
言
う
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
楽
し
い
も
の
で
し
た
。 

 

家
庭
的
保
育
者
養
成
研
修
会
で
は
、
実
際
に
活
動

す
る
際
の
詳
し
い
内
容
や
そ
の
注
意
点
を
ふ
ま
え
な
が

ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
奥
が
深
い
も
の
で
し
た
。
家
庭
的
保
育
者
の
仕
事

に
誇
り
と
責
任
を
感
じ
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
ま
た
、
家
庭
的
保
育
の
素
晴
ら
し
さ
（
家
庭

的
な
環
境
で
地
域
の
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
行
う
保

育
の
可
能
性
）を
感
じ
、
家
庭
的
保
育
者
と
し
て
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
不
安
を
少
し
で
も
減
ら
し
、

子
育
て
を
楽
し
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
活
動
を
通
し
て
自

分
も
成
長
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。 

 




